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毎年刊行される、博物館の研究報告で、外部からの投稿も受付け、地域の自然と文化につ

いてのデータベースになるように編集されているものです。今号には下記の報文が掲載され

ています。

大類正久：「箱根のザトウムシ回想録」

大類正久：「西相模－伊豆地域の陸産貝類及び淡水産貝類」

山口喜盛：「コウモリ用巣箱を利用した丹沢山地のニホンヤマネについて」

鳫宏道・沢村泰彦：「1998年の太陽黒点」

山中敏史：「中央からみた相模国府」（平成10年度夏期特別展講演会記録）

山中敏史ほか：「相模国府とその世界」（平成10年度夏期特別展シンポジウム記録）

ご希望の方は、博物館受付まで。なお、博物館の刊行物は、図書館でも閲覧

することができますのでご利用ください。

新刊行物の紹介

ポスト特別展コーナーをご存じですか？
1999年8月末まで展示

「せっかくの特別展だったのに、見損ねてしまったなあ。」そんな経験をお持ちの方に嬉しいお知らせです。

昨年５月の展示替えの時に、２階情報コーナーに新しく展示ケースが作られましたが、このケースでは特別展が

終わってから、その展示のエッセンスをお見せするようにしています。いわば、ポスト特別展コーナーというわ

けです。現在は、今年の３月から４月に開催された「暮らしの中の鉱物展」 から、選りすぐった資料が展示さ

れています。

バスタム石などのマンガン鉱物と電池、磁鉄鉱や赤鉄鉱などの鉄鉱石と鉄製品、ボーキサイトとアルミホイル

など、鉱石とそれを利用した製品がセットで展示されているので、日々の暮らしを支えている金属の素性や素顔

にふれることができます。珪ニッケル石、方鉛鉱、錫石などの合金の原料となる鉱石も多く紹介されており、ホ

ッチキスやクリップにも合金が使われていることに驚かされます。

この鉱物展は８月末日まで開催の予定 です。まだ、長い期間がありますから、ぜひのぞいてみてください。




